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9
月
定
例
会
は
、
9
月
8
日
か
ら
22
日
ま
で
の
日
程

で
開
か
れ
た
。

　

同
意
1
件
、
条
例
改
正
4
件
、
請
負
契
約
3
件
、
請

負
契
約
の
変
更
1
件
、
平
成
18
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
な
ど
6
件
、
平
成
17
年
度
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計

決
算
な
ど
12
件
に
つ
い
て
審
議
し
、
原
案
の
と
お
り
可

決
、
認
定
し
た
。

　

請
願
5
件
の
審
議
を
行
っ
た
結
果
、
採
択
3
件
、
内

2
件
意
見
書
を
提
出
、
1
件
を
継
続
審
議
、
1
件
を
不

採
択
と
し
た
。

　

9
月
11
日
、
12
日
の
両
日
、
当
委
員
会
に
付
託
さ
れ

た
平
成
17
年
度
一
般
会
計
決
算
の
審
議
を
行
い
、
賛
成

多
数
で
原
案
の
と
お
り
認
定
し
た
。
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どう使
われた

みんな
のお金

どう使
われた

みんな
のお金どう使
われた

みんな
のお金

に7,800万円）（町道小森池線

道路整備費に1 億5,000万円を

14年ぶりに40億円を下回る緊縮決算に

17年度決算
を認定

入ったお金　39億5,091万円入ったお金　39億5,091万円入ったお金　39億5,091万円

民生費（21.9％）
8億2,471万円
民生費（21.9％）
8億2,471万円

借入金の返済
（21.1％）
7億9,351万円

借入金の返済
（21.1％）
7億9,351万円

教育費（12.9％）
4億8,388万円
教育費（12.9％）
4億8,388万円

土木費（12.7％）
4億7,645万円
土木費（12.7％）
4億7,645万円

総務費（12.3％）
4億6,256万円
総務費（12.3％）
4億6,256万円

衛生費（8.5％）
3億1,961万円
衛生費（8.5％）
3億1,961万円

農林水産業費（4.7％）
1億7,749万円

消防費（3.6％）
1億3,394万円

その他
（2.3％）
その他
（2.3％）

借入金（10.5％）
4億1,610万円
借入金（10.5％）
4億1,610万円

県支出金（5.1％）
2億270万円

国庫支出金（2,7％）
1億536万円

その他
（4.4％）
その他
（4.4％）

繰越金（3.4％）
1億3,345万円

繰入金（3.7％）
1億4,480万円

町税（40.4％）
15億9,599万円
町税（40.4％）
15億9,599万円

地方交付税
（23.4％）
9億2,303万円

地方交付税
（23.4％）
9億2,303万円

その他
（6.4％）
その他
（6.4％）

自
主

財

源

51.9％

自
主

財

源

51.9％

依
存

財

源

48.1％

依
存

財

源

48.1％

特 別 会 計

国民健康保険

老人保健事業

介護保険事業

育英事業

工業団地緑地維持管理

住宅団地造成事業

多賀財産区管理会

大滝財産区管理会

下水道事業

農業集落排水事業

水道事業会計

6億2,933万円

9億1,534万円

5億2,997万円

290万円

293万円

2億3,220万円

7万円

80万円

5億4,871万円

3億8,412万円

2億7,390万円

1億6,696万円

歳出額

収益的支出

資本的支出

決
算
特
別
委
員
会
報
告

　

地
方
交
付
税
の
今
後
の
見

通
し
は
。

　

減
少
傾
向
に
な
る
。

　

ふ
る
さ
と
ま
つ
り
の
見
直

し
を
さ
れ
た
の
か
。

　

今
年
は
多
賀
楽
市
と
合
同

で
開
催
す
る
。

　

湖
国
バ
ス
の
ダ
イ
ヤ
見
直

し
は
。

　

要
望
が
あ
れ
ば
検
討
し
、

湖
国
バ
ス
に
伝
え
る
。

　

町
の
公
用
車
を
福
祉
な
ど

の
面
で
、
う
ま
く
利
用
で
き

な
い
か
。

　

容
易
で
は
な
い
。

　

電
算
シ
ス
テ
ム
の
委
託
料

が
3
9
0
0
万
円
と
高
額
で

あ
る
。
専
門
職
を
採
用
す
る

な
ど
の
経
費
削
減
策
は
。

　

専
門
職
の
採
用
は
小
規
模

自
治
体
で
は
困
難
。
専
門
業

者
数
社
か
ら
見
積
り
し
、
慎

重
に
選
定
し
て
い
る
。

　

湖
東
三
山
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
が
実
現
し
た
場
合
、
事

業
に
か
か
る
負
担
金
は
必
要

か
。

　

必
要
で
あ
る
が
、
負
担
割

合
は
決
ま
っ
て
い
な
い
。

　

し
尿
処
理
業
者
へ
の
支
援

金
は
い
つ
ま
で
要
す
る
か
。

　

18
年
度
ま
で
。
以
降
、
見

直
し
補
填
は
必
要
と
思
う
。

　

不
法
投
棄
監
視
の
効
果
は
。

　

効
果
は
上
が
っ
て
い
る
。

　

監
視
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
に
委
託
し
て
い
る
。

　

た
き
の
み
や
保
育
園
の
門

扉
は
必
要
で
あ
る
と
思
う
が
。

　

進
入
門
扉
は
保
育
園
舎
玄

関
に
て
施
錠
を
し
て
い
る
た

め
、
駐
車
場
と
し
て
幅
広
い

利
用
を
考
え
、
設
置
し
な
か

っ
た
。

　

ふ
れ
あ
い
の
郷
の
一
日
あ

た
り
の
入
浴
客
は
。

　

約
60
人
。（
町
内
55
％
）

　

風
呂
の
採
算
は
取
れ
て
い

る
の
か
。

　

燃
料
の
高
騰
で
、
よ
り
困

難
に
な
っ
て
い
る
。

　

勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
の

利
用
状
況
は
。

　

前
年
度
の
利
用
者
は
約
1

万
3
千
人
。
使
用
料
に
つ
い

て
は
、
減
免
・
減
額
の
対
象

者
が
多
い
。

　

税
の
滞
納
は
徴
収
可
能
か
。

　

厳
し
い
事
例
も
あ
る
。

　

各
区
長
よ
り
土
木
事
業
へ

の
要
望
が
あ
る
。
ど
れ
ほ
ど

応
え
て
い
る
か
。

　

要
望
に
対
し
て
半
分
く
ら

い
対
応
し
て
い
る
。

　

高
取
山
ふ
れ
あ
い
公
園
の

経
営
内
容
は
。

　

収
支
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
て

い
る
。
し
か
し
施
設
整
備
後

10
年
が
経
過
し
て
い
る
た
め
、

今
後
は
修
繕
費
等
の
出
費
が

必
要
で
あ
る
。

　
　

代
表
監
査
委
員

鈴
木　

善
通

　

8
月
24
、
25
日
決
算
の
審

査
を
行
っ
た
。
決
算
分
析
指

数
の
結
果
、
財
政
力
指
数
は

0.
62
、
公
債
費
負
担
比
率

は
24.
3
％
、
経
常
収
支
比

率
は
77.
5
％
で
あ
り
、
厳

し
い
財
政
状
況
に
あ
る
。

　

今
後
と
も
、
歳
入
の
適
切

厳
正
な
確
保
と
歳
出
の
効
果

的
な
執
行
に
努
め
ら
れ
た
い
。

問問 答答問答問問 答問答問答問答問答問答

問問問 答答答答問 問答答

決

算

を

集

中

審

議

監
査
報
告

出たお金　37億6,301万円出たお金　37億6,301万円出たお金　37億6,301万円一般 会計

→

→



同

意

審議中の決算特別委員会

平
成
１８
年
度
補
正
予
算

◎
特
別
会
計

　

国
民
健
康
保
険

6
2
6
0
万
円
追
加

　

介
護
保
険
事
業

1
4
4
3
万
円
追
加

　

工
業
団
地
緑
地
維
持
管
理

2
0
5
万
円
追
加

　

農
業
集
落
排
水
事
業

1
6
8
万
円
追
加

◎
水
道
事
業
会
計

6
5
0
0
万
円
追
加

　

（
大
谷
排
水
池
よ
り
梨
ノ

木
配
水
池
へ
の
送
水
の
た

め
の
加
圧
ポ
ン
プ
所
の
新

設
工
事
費
と
し
て
）

◎
一
般
会
計

3
7
8
7
万
円
追
加

歳
入
の
主
な
も
の

　

臨
時
地
方
道
整
備
事
業
債

1
8
0
0
万
円

　

前
年
度
繰
越
金

1
7
3
6
万
円

歳
出
の
主
な
も
の

　

障
害
者
自
立
支
援
法
に
よ

る
地
域
生
活
支
援
事
業
費

2
5
0
万
円

　

障
害
者
自
立
支
援
法
に
よ

る
施
設
の
利
用
者
負
担
の

軽
減
措
置
費

1
0
0
万
円

　

総
合
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

給
湯
管
漏
水
修
繕
費

2
7
7
万
円

　

町
道
小
森
池
線
用
地
買
収

費

7
2
4
万
円

　

町
道
小
森
池
線
道
路
舗
装

工
事
費

2
6
0
6
万
円

　

有
害
鳥
獣
駆
除
費

1
0
0
万
円

◎
佐
目
地
区
農
業
排
水
処
理

施
設
整
備
工
事

　

契
約
金
額

2
億
1
8
1
9
万
円

　

契
約
相
手

藤
吉
工
業
（
株
）

◎
萱
原
地
区
真
空
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
整
備
工
事

　

契
約
金
額

5
8
9
7
万
円

　

契
約
相
手

　

（
株
）
I
N
A
X
関
西
統
括

支
社

◎
佐
目
地
区
真
空
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
整
備
工
事

　

契
約
金
額

1
億
1
0
0
7
万
円

　

契
約
相
手

　

（
株
）
I
N
A
X
関
西
統
括

支
社

教
育
委
員
会
委
員
任
命

樋
田

藤
澤　

教
悟
氏（
新
）　

60
歳

◎
多
賀
町
国
民
健
康
保
険
条

例
の
一
部
改
正

 

●

出
産
育
児
一
時
金
が
10
月

よ
り
30
万
円
か
ら
35
万
円

に
増
額
。

 

●

現
役
並
み
所
得
が
あ
る
70

歳
以
上
の
高
齢
者
の
一
部

負
担
金
を
2
割
か
ら
3
割

に
改
め
る
。

条
例
改
正
の
主
な
も
の

請

負

契

約

◎
議
長

木
村　

晴
彦　

62
歳

　

今
回
臨
時
議
会
に
お
き
ま

し
て
名
誉
と
伝
統
の
あ
る
議

会
議
長
を
拝
命
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

大
変
光
栄
に
存
じ
て
お
り
ま

す
と
共
に
責
任
の
重
大
さ
を

強
く
心
に
感
じ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

市
町
合
併
が
大
き
く
進
ん

で
い
る
今
日
本
町
は
足
踏
み

状
態
で
す
。
自
主
性
・
独
自

性
の
あ
る
町
づ
く
り
を
進
め

る
必
要
が
増
し
て
い
ま
す
。

　

お
引
き
受
け
さ
せ
て
い
た

だ
く
以
上
は
微
力
で
は
あ
り

ま
す
が
町
民
皆
様
の
負
託
に

こ
た
え
ら
れ
る
よ
う
、
よ
り

民
主
的
で
活
発
な
議
会
運
営

に
努
力
を
傾
注
し
て
参
る
所

存
で
あ
り
ま
す
。
新
た
な
出

直
し
議
会
に
対
し
、
変
わ
ら

ぬ
ご
支
援
と
ご
指
導
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。
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請願はこうなった請願はこうなった請願はこうなった

議員発議により嘉田知事に意見書提出

10月27日開催

臨時議会
新議長に
　　　木村議員

副議長に
　　　土田議員を選任

多賀中学校に給食を求める請願は継続審議
採択されたもの
障害者自立支援法の利用者負担の軽減について

　請願者　社会福祉法人杉の子会　理事長　柴田勝義　他 1 名

　紹介議員　多林徳三　山口久男

内容

　多賀町において、次の施策を請願する。

　１　障害者自立支援法での福祉サービス利用料等の利用者負担について独自の減免措置を行うこと。

　２　地域生活支援事業について、定率（応益）負担の導入を行わず、現行の利用者負担水準を維持

すること。

　３　事業所の安定的な運営を図るため、事業所に対しての独自の補助を行うこと。

採択のうえ意見書を提出したもの
障害者自立支援法の緊急対応策を求める意見書提出を求める

　請願者　社会福祉法人杉の子会　理事長　柴田勝義　他 1 名

　紹介議員　多林徳三　山口久男

　提出された意見書（要旨）

　・「入所施設から地域へ」という改革の方向を確固とするため、通所施設の利用者負担の軽減措置を

一層強化すること。

　・入所施設を利用する 20 歳未満の者の負担軽減措置を強化する。

　・報酬日額の影響が特に大きい通所施設に対する激変緩和措置をより一層強化すること。

　・地域福祉を先進的かつ積極的に進めてきた地方自治体に、地方交付税措置、国庫補助金など国の

財政支援を強化すること。

　提出先　衆参両院議長　内閣総理大臣　厚生労働大臣

町教育の振興発展ならびに充実に関する意見書提出を求める

　請願者　滋賀県町村教育委員会連絡協議会会長　藤井　造

　紹介議員　飯尾淳一郎　野村吉晴

　提出された意見書（要旨）

　・充て指導主事（教育参事）並びに派遣社会教育主事制度に代わる新たな県費による制度の創設を

要望する。

　提出先　滋賀県知事　嘉田由紀子

継続審議となったもの
多賀中学校に完全給食の実施を求める

　総務委員会において、十分な審議をするため。

採択されなかったもの
「品目横断的経営安定対策」に関する請願

芹谷ダム建設促進について意見書を提出した。
要旨

　芹川下流域の彦根市市街地並に流域の安全を確保するダム建設に、水没地域を含む関係地域は苦渋

の決断をして、基本協定に調印した。今日までの経過を尊重のうえ、県が推進してきた芹谷ダム建設

工事に早期着手されることを強く求める。



杉の子作業所の作業状況

川相地先の下水道工事現場

　

障
害
者
自
立
支
援

　

障
害
者
自
立
支
援
関
係
の

対
応
策
は
。

　

緊
急
特
別
対
応
策
と
し
て

利
用
者
負
担
金
軽
減
の
た
め

に
県
50
％
の
補
助
。
町
50
％

の
負
担
金
が
1
0
0
万
円
で

あ
る
。

　

健
康
チ
ェ
ッ
ク

　

人
間
ド
ッ
ク
検
診
に
52
万

円
の
補
正
だ
が
、
当
初
の
見

込
み
は
。

　

35
人
に
3
万
円
を
見
込
ん

で
い
た
が
、
58
人
の
申
し
込

み
が
あ
っ
た
。

　

予
防
介
護
支
援

　

制
度
改
正
に
よ
り
、
車
椅

子
、
ベ
ッ
ド
を
取
り
上
げ
る

と
い
わ
れ
て
い
る
が
。

　

要
支
援
1
、
2
の
判
定
者

に
は
体
の
機
能
を
維
持
す
る

予
防
介
護
支
援
と
な
る
が
、

ど
う
し
て
も
車
椅
子
が
必
要

な
人
は
取
り
上
げ
な
い
。

　

国
民
健
康
保
険
の
状
況

　

国
保
税
の
未
納
者
は
何
件
。

　

現
年
度
分
で
57
件
、
滞
納

繰
越
分
で
88
件
の
合
計
1
4

5
件
。

　

滞
納
状
況
は
。

　

滞
納
者
は
86
人
で
、
4
年

以
上
滞
納
者
は
12
人
、
30
万

円
以
上
の
滞
納
者
は
9
人
。

　

よ
み
が
え
る
古
道

　

分
館
活
動
活
性
化
事
業
は
。

　

旧
伊
勢
道
で
八
重
線
か
ら

杉
坂
（
三
本
杉
）
間
の
古
道

整
備
。

　

園
・
所
の
視
察
か
ら

　

フ
ッ
素
洗
口
は
、
全
て
の

園
で
実
施
す
る
の
か
。

　

今
は
5
歳
で
実
施
。
順
次

小
学
1
年
生
か
ら
6
年
生
へ

と
拡
大
す
る
。

　

保
育
園
児
一
人
あ
た
り
の

経
費
は
。

　

90
万
円
程
か
か
る
。
町
税

61
万
円
程
度
負
担
し
て
い
る
。

　

防
犯
対
策

　

た
き
の
み
や
保
育
園
の
防

犯
対
策
は
。

　

非
常
ボ
タ
ン
を
押
す
と
隣

の
体
育
館
の
事
務
室
と
保
育

園
へ
の
県
道
入
口
に
赤
色
灯

と
サ
イ
レ
ン
が
吹
鳴
す
る
よ

う
設
置
し
て
い
る
。

　

9
月
14
日
に
平
成
18
年

度
補
正
予
算
等
の
審
議
及

び
8
月
8
日
に
閉
会
中
の

視
察
審
議
を
し
た
。

67

委

員

会

の

審

議

報

告

総 務

　

9

月

15

日
に
平
成

18

年
度
補
正
予
算
等
の
審
議

及
び

8

月

21

日
に
閉
会

中
の
視
察
審
議
を
し
た
。

問答問答問答

問答問答問答問

ぶくぶくうがいで虫歯予防法面崩壊のため復旧がまたれる霜ヶ原地先

問 答問 答答

障害者自立支援法関連障害者自立支援法関連
地域生活支援事業費  　　250万円
利用者負担の軽減措置費  100万円

下
水
道

　

  

全
体
整
備
率

下
水
道

　

  

全
体
整
備
率

75.5％75.5％

産業建設

平
成
18
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算

主
な
支
出

有
害
鳥
獣
駆
除
関
係

1
1
0
万
円

自
治
ハ
ウ
ス
整
備
他

2
5
3
万
円

小
森
池
線
道
路
改
良
関
係

3
3
3
0
万
円

平
成
18
年
度
農
業
集
落
排
水

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

シ
ス
テ
ム
改
修
委
託
料

1
6
8
万
円

平
成
18
年
度
水
道
事
業
会
計

補
正
予
算

大
谷
加
圧
所
計
装
設
備
と
大

谷
加
圧
所
新
設
工
事
費

6
5
0
0
万
円

平
成
17
年
度
住
宅
団
地
造
成

事
業
特
別
会
計
決
算

平
成
12
年
度
ダ
ム
水
没
移
転

地
先
土
地
収
得
の
た
め
借
入

れ
た
も
の
を
、
5
年
経
過
し

た
た
め
借
換
債
に
て
計
上
し

た
も
の
。

平
成
17
年
度
下
水
道
事
業
特

別
会
計
決
算

藤
瀬
地
区
の
面
整
備
工
事

4.3 

ha
の
整
備
。

平
成
17
年
度
農
業
集
落
排
水

事
業
特
別
会
計
決
算

萱
原
地
区
・
佐
目
地
区
（
佐

目
、
南
後
谷
、
霜
ヶ
原
）
の

処
理
区
の
事
業

平
成
17
年
度
水
道
事
業
会
計

決
算

平
成
17
年
度
の
有
収
率
は
、

75.
93
％
。

　

安
全
な
米
作
り

　

無
農
薬
（
減
農
）
栽
培
は

ど
う
か
。
効
果
は
な
い
の
か
。

　

昨
年
は
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
関
係
で
、
農
協
生
産
部

会
は
ア
イ
ガ
モ
の
放
鳥
を
自

粛
中
止
さ
れ
た
。

　

害
獣
駆
除
期
間

　

鹿
の
駆
除
期
間
、
駆
除
区

域
は
。

　

10
月
1
日
か
ら
3
月
末
日

ま
で
。
町
全
域
で
あ
る
。

　

下
水
道
の
状
況

　

下
水
道
全
体
整
備
率
は
。

　

整
備
率
75.
5
％
。
使
用

開
始（
水
洗
化
率
）81.
9
％
。

　

受
益
者
負
担
に
つ
い
て
、

何
筆
も
所
有
で
面
積
が
大
き

い
事
業
所
の
納
付
基
準
と
、

納
付
状
況
は
。

　

筆
あ
た
り
の
面
積
㎡
に

4
5
0
円
で
徴
収
し
て
い
る

が
、
事
業
所
関
係
の
対
象
面

積
は
、
建
物
面
積
プ
ラ
ス
残

地
の
30
％
を
合
計
し
た
面
積

が
2
0
0
0
㎡
以
上
の
場
合

は
算
出
さ
れ
た
面
積
と
な
る
。

法
人
関
係
の
未
納
は
な
い
が
、

個
人
事
業
所
で
若
干
の
未
納

者
が
あ
る
。

問答

問答問答

問答

平成18年度一般会計補正予算平成18年度一般会計補正予算平成18年度一般会計補正予算



山 口  久 男 議員

芹谷ダムは建設できるのか
ダム建設に向けて努力する

ー町長ー
野 村  吉 晴 議員

彦
根
市
立
病
院
は
深
刻
な
医
師
不
足
、

多
賀
町
の
対
応
は

一
時
的
な
病
気
に
は
か
か
り
つ
け
医
を

ー
福
祉
保
健
課
長
ー

野
村
議
員

　

芹
谷
に
ダ
ム
建
設
が
計
画

さ
れ
て
以
来
43
年
が
経
過
し
、

平
成
20
年
度
に
は
順
次
家
屋

の
移
転
が
計
画
さ
れ
た
矢
先

に
、
嘉
田
新
県
政
が
ス
タ
ー

ト
し
県
内
の
ダ
ム
6
カ
所
共

に
凍
結
す
る
と
い
う
所
信
表

明
が
さ
れ
た
。

　

県
議
会
特
別
委
員
会
等
で

は
、
脱
ダ
ム
と
は
言
っ
て
い

な
い
、
地
域
の
事
情
も
あ
る

の
で
個
別
に
協
議
す
る
等
、

前
長
野
県
の
田
中
知
事
と
の

違
い
も
出
て
き
て
い
る
が
、

今
後
の
対
応
を
ど
う
考
え
て

い
る
か
。

町
長

　

嘉
田
新
県
政
が
ス
タ
ー
ト

後
、
彦
根
市
長
等
と
知
事
に

2
回
芹
谷
治
水
ダ
ム
の
必
要

性
に
つ
い
て
強
く
要
望
を
行

っ
た
。

　

知
事
の
考
え
は
、
水
防
組

織
の
強
化
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
の
作
成
、
個
別
ダ
ム
の
必

要
性
、
自
然
環
境
、
河
川
改

修
な
ど
総
合
的
な
流
域
治
水

を
目
指
す
こ
と
が
治
水
対
策

の
基
本
で
あ
り
、
こ
の
9
月

に
流
域
治
水
政
策
室
を
設
置

し
検
討
さ
れ
る
。

　

9
月
18
日
に
知
事
を
多
賀

町
に
呼
び
住
民
と
の
意
見
交

換
の
場
を
設
定
し
、
ダ
ム
建

設
に
向
け
て
努
力
す
る
。

粗大ゴミの有料化収集の推進を
年内に議会へ提案して

早期に実現したい
ー町長ー

障害者自立支援法の諸問題
軽減予算措置今議会へ提出
ー福祉保健課長ー

久 保  久 良 議員

久
保
議
員

　

8
月
の
全
員
協
議
会
で
、

19
年
度
実
施
に
向
け
た
粗
大

ゴ
ミ
の
有
料
個
別
収
集
化
計

画
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
っ

た
。
協
議
後
、
も
う
少
し
審

議
の
必
要
性
が
あ
る
と
い
う

結
果
に
達
し
た
。
指
摘
さ
れ

た
問
題
点
を
検
討
し
て
、
実

施
計
画
を
推
進
す
べ
き
と
思

う
が
、
町
長
の
考
え
は
。

町
長

　

17
年
度
に
実
施
し
た
ゴ
ミ

に
関
す
る
懇
談
会
で
、
粗
大

ゴ
ミ
の
有
料
化
個
別
収
集
に

つ
い
て
町
民
の
皆
さ
ん
に
一

定
の
理
解
を
得
た
と
考
え
て

い
る
。

　

全
員
協
議
会
で
の
議
員
の

皆
さ
ん
の
意
見
や
議
会
独
自

に
実
施
さ
れ
た
ア
ン
ケ
ー
ト

の
結
果
報
告
を
参
考
に
し
な

が
ら
、
実
施
計
画
を
作
成
し

た
い
。

　

年
内
に
議
会
へ
提
案
し
て
、

早
い
時
期
に
実
現
し
た
い
。

野
村
議
員

　

最
近
、
テ
レ
ビ
、
新
聞
な

ど
で
地
方
の
病
院
に
勤
務
す

る
医
師
の
不
足
が
深
刻
な
問

題
に
な
っ
て
い
る
。

　

多
賀
町
民
が
多
く
利
用
す

る
身
近
な
彦
根
市
立
病
院
で

も
、
各
科
で
医
師
不
足
が
深

刻
な
よ
う
で
あ
る
。

　

彦
根
市
立
病
院
か
ら
市
民

へ
の
お
願
い
と
し
て
「
病
院

か
ら
、
か
か
り
つ
け
医
へ
」

の
協
力
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

慢
性
の
病
気
や
風
邪
な
ど
一

時
的
で
軽
い
病
気
は
町
内
の

医
療
機
関
等
へ
、
多
賀
町
民

に
対
す
る
Ｐ
Ｒ
な
ど
今
後
ど

う
対
応
す
る
の
か
。

福
祉
保
健
課
長

　

深
刻
な
医
師
不
足
が
生
じ
、

診
療
体
制
の
弊
害
や
過
酷
な

医
師
の
勤
務
状
況
と
な
っ
て

お
り
、
特
に
小
児
科
の
救
急

医
療
の
現
状
は
大
変
厳
し
い

も
の
が
あ
る
。

　

彦
根
市
立
病
院
で
の
多
賀

町
の
年
間
外
来
患
者
は
1
万

9
千
人
（
5.5
％
）
、
時
間
外
診

療
は
1
3
2
0
人
が
本
町
の

住
民
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ

の
市
立
病
院
の
医
師
不
足
の

現
状
を
真
摯
に
受
け
止
め
、

機
会
を
と
ら
え
住
民
皆
さ
ん

に
周
知
し
て
い
く
。

ま
ち
づ
く
り
活
動
推
進
事
業

の
内
容
は

10
人
以
上
で
構
成
の
団
体
を
支
援

ー
企
画
課
長
ー

久
保
議
員

　

今
年
度
、
個
性
輝
く
ま
ち

づ
く
り
活
動
支
援
事
業
補
助

金
3
0
0
万
円
が
新
し
く
予

算
化
さ
れ
た
。
そ
の
中
か
ら

約
1
0
0
万
円
を
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
団
体
に
助
成

す
る
と
聞
い
て
い
る
。

　

こ
の
こ
と
は
、
7
月
の
町

広
報
誌
に
掲
載
さ
れ
、
町
民

の
皆
さ
ん
に
周
知
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
い
ま
だ
問
い

合
わ
せ
に
来
た
団
体
は
な
い
。

今
一
度
、
町
内
に
周
知
を
図

る
た
め
に
内
容
を
具
体
的
に

示
さ
れ
た
い
。

山
口
議
員

　

障
害
者
自
立
支
援
法
の
施

行
に
よ
り
、
原
則
1
割
の
応

益
負
担
が
導
入
さ
れ
、
大
幅

な
負
担
増
に
よ
り
深
刻
な
事

態
に
な
っ
て
い
る
。

　

施
設
運
営
も
日
額
方
式
に

な
り
危
機
的
状
況
で
あ
る
。

　

利
用
者
負
担
の
軽
減
措
置
、

施
設
運
営
支
援
策
は
。

福
祉
保
健
課
長

　

緊
急
特
別
対
策
事
業
と
し

て
負
担
軽
減
措
置
案
が
講
じ

ら
れ
、
通
所
授
産
施
設
で
は

定
率
負
担
部
分
、
一
般
世
帯

で
は
50
％
削
減
、
食
費
は
食

材
の
み
負
担
し
低
所
得
者
世

帯
は
利
用
者
負
担
の
半
分
の

軽
減
措
置
を
す
る
。

　

こ
の
軽
減
に
要
す
る
予
算

措
置
は
今
議
会
へ
提
出
し
て

い
る
。

　

日
額
化
に
伴
う
施
設
運
営

費
の
減
収
は
、
実
利
用
日
数

率
の
90
％
ま
で
の
報
酬
水
準

が
保
て
る
加
算
措
置
が
講
じ

ら
れ
て
い
る
。

　

今
後
も
国
、
県
の
動
向
を

見
極
め
対
応
し
て
い
く
。

企
画
課
長

　

10
人
以
上
で
構
成
す
る
町

民
団
体
等
が
実
施
す
る
個
性

と
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
活

動
に
対
し
て
補
助
す
る
。

　

補
助
す
る
具
体
的
な
内
容

は
、
子
育
て
環
境
づ
く
り
、

地
域
緑
化
の
推
進
、
地
域
特

産
品
の
開
発
、
景
観
づ
く
り

な
ど
の
個
性
あ
る
ま
ち
づ
く

り
に
つ
な
が
る
活
動
等
で
あ

る
。

　

補
助
率
は
3
分
の
1
で
、

補
助
金
は
10
万
円
以
上
50
万

円
以
下
で
あ
る
。

一

般

質

問

一

般

質

問

町政の

ここが

ききたい

町政の

ここが

ききたい

89

深刻な医師不足の彦根市立病院
啓発カンバンを設置している
ボランティアの皆さん



山
口
議
員

　

全
国
の
公
立
中
学
校
の
完

全
給
食
実
施
率
は
78.
6
％

に
達
し
、
県
下
の
町
で
未
実

施
は
日
野
町
、
豊
郷
町
、
甲

良
町
と
多
賀
町
だ
け
。

　

学
校
給
食
法
で
は
、
設
置

者
（
町
長
）
に
実
施
の
努
力

義
務
が
課
せ
ら
れ
て
い
る
。

　

成
長
期
に
あ
る
中
学
生
に

対
し
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
取

れ
た
給
食
を
提
供
す
る
の
は

行
政
の
責
任
で
あ
る
。

　

給
食
実
施
で
地
産
地
消
の

拡
大
に
な
る
、
中
学
校
の
完

全
給
食
実
施
を
早
く
求
め
る
。

町
長
、
教
育
長

　

滋
賀
県
の
中
学
校
1
0
0

校
中
、
47
校
が
完
全
給
食
を

実
施
し
て
い
る
。

　

現
在
中
学
校
現
場
、
保
護

者
、
地
域
等
か
ら
も
教
育
委

員
会
に
給
食
実
施
の
要
望
は

な
い
。

　

最
近
目
を
覆
う
よ
う
な
、

特
に
家
庭
内
暴
力
に
よ
る
凶

悪
な
事
件
が
全
国
各
地
で
発

生
し
て
い
る
。

　

食
は
親
子
の
き
ず
な
を
深

め
、
弁
当
に
こ
そ
親
の
愛
情

を
強
く
感
じ
、
子
供
が
感
謝

し
、
人
と
し
て
成
長
し
て
い

く
。

　

本
町
で
は
大
き
な
問
題
も

な
く
、
親
子
の
関
係
が
温
か

い
愛
情
に
よ
っ
て
結
ば
れ
て

い
る
証
拠
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
る
。

　

し
か
し
今
後
教
育
委
員
会

と
学
校
で
十
分
検
討
す
る
。

谷
川
議
員

　

彦
根
市
と
の
合
併
が
破
綻

を
き
た
し
、
合
併
特
例
法
の

1
年
間
延
長
も
期
限
切
れ
と

な
っ
た
。

　

多
賀
町
の
将
来
に
つ
い
て

町
民
の
関
心
が
無
く
な
っ
た

訳
で
は
な
い
。

　

合
併
す
れ
ば
、
周
辺
部
に

お
か
れ
る
と
の
町
民
の
心
配

も
当
然
で
あ
る
。

　

将
来
財
政
的
に
苦
し
く
な

る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
が
、「
入

る
を
計
っ
て
、
出
づ
る
を
制

す
」
の
精
神
で
い
く
な
ら
ば
、

町
単
独
で
生
き
て
い
け
る
と

考
え
る
。

　

我
町
は
、
観
光
資
源
に
も

恵
ま
れ
、
広
大
な
森
林
も
清

い
水
や
空
気
の
供
給
源
と
し

て
大
き
な
資
源
で
あ
る
。
こ

れ
ら
を
生
か
し
た
町
づ
く
り

を
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

　

県
の
勧
奨
等
を
受
け
る
前

に
多
賀
町
は
単
独
で
生
き
て

い
く
と
の
宣
言
を
す
べ
き
時

期
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

町
長

　

三
位
一
体
改
革
を
初
め
、

抜
本
的
に
財
政
の
構
造
改
革

が
行
わ
れ
財
源
の
確
保
が
極

め
て
深
刻
な
状
況
に
あ
る
。

　

1
万
人
規
模
の
行
政
単
位

で
は
、
財
政
運
営
上
厳
し
い

と
考
え
て
い
る
。

　

合
併
新
法
に
よ
り
、
滋
賀

県
に
お
い
て
市
町
合
併
推
進

審
議
会
が
設
置
さ
れ
、
現
在

県
内
市
町
行
政
財
政
運
営
の

状
況
等
、
幅
広
い
観
点
か
ら

審
議
さ
れ
合
併
協
議
会
の
設

置
勧
告
が
行
わ
れ
る
。

　

住
民
の
意
見
を
聞
き
、
議

会
に
諮
り
、
多
賀
町
の
将
来

を
決
定
す
る
が
、
合
併
は
避

け
て
通
れ
な
い
も
の
と
判
断

し
て
い
る
。

土
田
議
員

　

ご
み
の
ポ
イ
捨
て
は
、
町

内
外
を
問
わ
ず
し
て
い
る
。

社
会
の
モ
ラ
ル
に
欠
け
る
人
、

常
識
の
な
い
人
と
考
え
る
。

こ
の
人
た
ち
に
は
何
ら
か
の

意
識
を
変
え
て
も
ら
う
必
要

が
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
す
る
規
制
と
対

策
に
つ
い
て
の
考
え
を
問
う
。

環
境
生
活
課
長

　

町
内
の
ポ
イ
捨
て
の
防
止

に
つ
い
て
は
、
道
路
、
河
川

な
ど
の
管
理
者
と
協
議
し
て
、

ポ
イ
捨
て
し
に
く
い
環
境
を

つ
く
る
こ
と
や
、
住
民
の
意

識
改
革
を
促
す
教
育
を
行
う

と
い
う
対
策
を
実
行
し
、
不

法
投
棄
の
防
止
に
努
め
て
い

く
。

　

ま
た
、
ポ
イ
捨
て
な
ど
の

投
棄
の
禁
止
対
策
の
一
環
と

し
て
、
条
例
な
ど
の
制
定
も

考
え
て
い
る
。
警
察
署
な
ど

関
係
機
関
と
の
協
議
も
必
要

で
あ
る
。
今
後
、
十
分
検
討

し
て
、
前
向
き
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

中学校の完全給食実施を早く

今後十分検討する
ー町長、教育長ー

昼食中（愛情弁当）の中学生

多賀町は単独で生きていく宣言を！
合併は避けて通れない
ー町長ー

新年度予算、道路整備費の増額を
可能な限りの予算措置を講じる

ー町長ー

土 田  雅 孝 議員

多 林  徳 三 議員

ポイ捨てごみの規制と対策は
十分検討して前向きに取り組む
ー環境生活課長ー

次回は12月12日
予定です。

議会を傍聴
して下さい
議会を傍聴
して下さい
議会を傍聴
して下さい
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道路、河川のポイ捨て対策を望む

工事が進む町道小森池線

谷 川  利 治 議員

多
林
議
員

　

町
道
小
森
池
線
は
町
の
幹

線
道
路
と
し
て
計
画
さ
れ
現

在
工
事
中
で
あ
る
が
、
予
定

の
工
事
に
対
し
て
予
算
が
少

額
な
た
め
い
つ
完
成
す
る
の

か
目
処
が
た
た
な
い
。

　

本
町
で
は
、
中
央
公
民
館

前
交
差
点
か
ら
月
之
木
、
中

川
原
ま
で
の
町
道
な
ど
早
急

に
改
良
が
必
要
な
と
こ
ろ
が

何
カ
所
か
あ
り
、
思
い
切
っ

た
対
応
を
し
な
い
と
道
路
は

よ
く
な
ら
な
い
。

　

景
気
も
回
復
の
兆
と
な
り
、

健
全
財
政
は
大
事
だ
が
来
年

度
予
算
で
は
思
い
切
っ
た
道

路
整
備
予
算
の
増
額
を
要
望

す
る
。

め  

ど

き
ざ
し

町
長

　

本
町
は
広
大
な
面
積
と
近

隣
町
に
例
を
見
な
い
集
落
数

で
、
道
路
網
の
整
備
は
十
分

で
な
い
こ
と
は
承
知
し
て
い

る
。

　

各
集
落
か
ら
出
さ
れ
る
道

路
整
備
に
関
す
る
要
望
に
対

し
、
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、

町
内
全
体
の
均
衡
と
緊
急
性

を
考
慮
し
逐
次
整
備
を
図
っ

て
い
る
。

　

町
道
小
森
池
線
は
、
起
債

事
業
で
あ
る
地
方
特
定
道
路

整
備
事
業
の
採
択
を
受
け
、

事
業
を
進
め
て
き
て
お
り
重

要
性
は
十
分
理
解
し
て
い
る
。

　

可
能
な
限
り
の
予
算
措
置

を
講
じ
る
。 ち

く 

じ



○
平
成
17
年
度
一
般

会
計
が
承
認
さ
れ
た
。

　

平
成
3
年
度
の
決

算
以
来
14
年
ぶ
り
に
、

40
億
円
を
下
回
る
結

果
と
な
り
ま
し
た
。

○
飲
酒
運
転
の
事
故

多
発
。

　

表
に
は
出
て
い
な

い
飲
酒
運
転
が
ま
だ

ま
だ
あ
る
の
で
は
な

い
か
、
意
識
改
革
が

必
要
で
す
。

 

”
飲
ん
だ
ら
乗
る
な

“

○
今
回
広
報
誌
の
ク

リ
ニ
ッ
ク
を
受
け
ま

し
た
。

　

そ
の
成
果
を
出
し

て
一
人
で
も
多
く
の

町
民
の
方
に
読
ん
で

い
た
だ
け
る
紙
面
づ

く
り
に
励
ん
で
い
ま

す
。

　

皆
様
の
ご
意
見
、

ご
感
想
を
議
会
事
務

局
ま
で
お
寄
せ
下
さ

い
。

土
田
雅
孝
記

がんばってます！がんばってます！がんばってます！

高橋　一雄さん　76才　萱原

西沢　一恵さん　木曽

　

私
が
農
業
を
本
格
的
に
や

り
か
け
た
の
は
、
主
人
が
会

社
勤
め
を
、
昭
和
49
年
に
辞

め
て
専
業
農
家
と
し
て
自
立

し
て
か
ら
で
す
。

　

自
家
田
は
1
町
歩
ほ
ど
で

し
た
が
、
皆
さ
ん
の
田
を
お

借
り
し
て
多
い
と
き
は
10
町

歩
位
耕
作
し
ま
し
た
。
現
在

は
6
町
歩
を
主
人
と
二
人
で

耕
作
し
て
い
ま
す
。

　

稲
作
に
つ
い
て
は
、
主
人

が
主
に
な
っ
て
、
認
定
農
家

と
し
て
頑
張
っ
て
く
れ
て
い

ま
す
。

　

県
の
推
奨
し
て
い
る
、
こ

だ
わ
り
農
法
に
も
取
り
組
ん

で
、
農
薬
や
除
草
剤
を
使
わ

な
い
不
散
布
米
も
作
っ
て
い

ま
す
。

　

秋
か
ら
は
、
私
が
主
に
な

っ
て
人
参
の
栽
培
も
や
っ
て

い
ま
す
が
、
畑
作
は
手
間
が

掛
か
っ
て
大
変
で
す
。

　

一
年
を
通
し
て
の
農
作
業

は
苦
労
も
あ
り
ま
す
が
、
良

い
お
米
が
収
穫
で
き
た
時
は

何
物
に
も
替
え
難
い
喜
び
で

す
。

　

私
も
主
人
も
年
齢
的
に
無

理
が
で
き
ま
せ
ん
し
、
後
継

者
も
い
な
い
の
で
少
し
淋
し

い
の
で
す
が
、
ま
だ
ま
だ
頑

張
る
つ
も
り
で
す
。
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大
滝
山
林
組
合
の
仕
事
を

す
る
よ
う
に
な
っ
て
45
年
ぐ

ら
い
に
な
り
ま
す
。

　

ほ
ん
若
い
時
は
、
炭
焼
き

の
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
が
、

燃
料
が
石
油
や
ガ
ス
に
変
わ

っ
て
か
ら
は
、
山
林
組
合
も

拡
大
造
林
に
力
を
入
れ
ま
し

た
。
そ
れ
か
ら
造
林
の
仕
事

を
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

春
に
杉
や
桧
の
苗
を
植
え
、

夏
に
は
地
明
け
や
、
下
草
刈

り
、
秋
に
は
枝
打
ち
等
、
一

年
を
通
し
て
造
林
の
仕
事
に

携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

急
な
斜
面
で
の
危
険
を
伴

う
仕
事
も
あ
り
ま
す
が
、
お

陰
様
で
大
き
な
怪
我
も
な
く

今
日
ま
で
過
ご
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

自
分
の
植
え
た
杉
や
桧
の

若
木
が
年
々
成
長
す
る
の
を

見
る
の
が
楽
し
み
で
も
あ
り
、

仕
事
の
や
り
が
い
を
感
じ
る

時
で
も
あ
り
ま
す
。

　

近
年
は
鹿
の
被
害
が
増
え

て
、
ネ
ッ
ト
を
被
せ
た
り
し

て
い
ま
す
が
大
変
で
す
。

　

子
供
た
ち
も
成
長
し
て
今

は
、
妻
と
の
二
人
暮
ら
し
で

す
が
、
幸
い
健
康
で
す
か
ら

こ
れ
か
ら
も
造
林
の
仕
事
を

続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

か
ぶ


